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巻　頭　言
挑戦者たちへのメッセージ
　私の研究歴も 40 年になった。とても長いようだが，一瞬だったようにも感じる。時をかえ，場所をかえ，多
くの研究者にも出会った。研究の動機づけは好奇心だと思う。人間は生まれながらにあふれんばかりの好奇心を
持っている。むろん人間だけではない。動物の赤ちゃんは一様にそのようだ。残念なことはその旺盛だった好奇
心を人生の前半くらいで意識から失ってしまう人もいることだ。研究はもっとも好奇心を満たすものである。研
究をすることで問いに対する答えを学ぶのだが，その問いをつきつめれば，命についての普遍的な疑問にゆきあ
たる。すなわち問いを学ぶことは，単に好奇心を満たすだけではない。
　次々わき出す疑問を追っていくのに忙しいと立ち止まることがなかなかできない。どこかで立ち止まって整理
して論文として発表しなければ広く社会の役にも立たない。数が優先の業績とやらにもならなくて評価されるこ
ともない。研究資金も回ってこない。私の数少ない論文は，手塩にかけた作品である。結果を考察するのに 10
年近くかかった作品もある。年数がかかると研究テーマも色あせるはずだが，10 年ごとに同じテーマが話題に
なっていることも多いので捨てた物ではない。あまりに早い先取りテーマも発表の時期が合わないと無視される。
なにしろ学会というところは権威主義がはびこっている。資金がなくても地道に続けていれば，いつかタイムリー
な発表ができる。
　研究論文はだれのものだろうか。アイデアを出した人，資金や施設を提供した人，労働力や技術を提供した人，
研究協力をした人，論文を書いた人など，関係者が多すぎて判断するのも難しい。論文の成果が社会のものとな
ることで，社会貢献ができたとすれば参加できたことに感謝をすることができる。アイデアこそが研究の発端で
あるが，そのアイデアを出した人は表には出てこないこともある。しかし，アイデアだけでは形にはならない。
知的所有権を証明するのは難しいことである。実際やってみると想定外の結果となることも多い。想定外の結果
をどのように受け入れるかは人さまざまである。がっかりするかわくわくするか。これまでの権威主義に屈する
のか，間違っていても堂々と責任をとる覚悟の上で発表するのか，この二つに分けられる。
　医療の領域では失敗は許されない。結果が想定できないことを切羽つまってやらざるを得ない場合もあるが，
そんな状況は極力避けたいものだ。しかし，研究の領域では新しい発見は，しばしば想定外の中に潜んでいる。
文献主義や権威主義に屈服して真実を誤認しないことが大切なのだ。
　この雑誌が勇気ある挑戦者たちをわくわくさせる場になることを期待する。
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